
議 事 録

会 議 名 令和６年第１回設楽警察署協議会（定例会）

令和６年２月20日（火）

日 時 ・ 場 所
午後１時30分から午後３時30分までの間

設楽警察署第３会議室

１ 委員

髙井 豊 会長 後藤 佳史 副会長

佐々木 邦子 委員 夏目 敬子 委員

石田 三千枝 委員 金田 徹也 委員

以上６名(定数６名)

出 席 者 ２ 警察署員

吉見署長 長島副署長

安藤生活安全課長 長屋刑事課長 磯貝交通課長

警備課長 警務課長代理

以上７名

３ 有識者等

なし

諮 問 事 項 等 警察の魅力の発信

～警察官を目指したくなる採用活動について～

１ 警察官を身近に感じられる活動の実施

２ 休みがしっかり取得できる等福利厚生面を広報

答申等の概要

３ 学校等に赴き警察官になりたいと思える内容のＰＲ活動

の実施

そ の 他 次回開催予定 令和６年５月16日（木）午後１時30分
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警務課長代理

１ 委嘱状の交付

署長から新規委員に対して公安委員会からの委嘱状を交付した。

２ 会長及び副会長の選任

委員の互選により、髙井委員を会長に選出し、会長は、後藤委員を副会長

に指名した。

３ 会長挨拶

４ 署長挨拶

５ 幹部紹介

６ 各種報告

(1) 犯罪発生状況（生活安全課長説明）

(2) 交通事故発生状況（交通課長説明）

(3) 速度取締指針（交通課長説明）

７ 前回の答申に対する施策の推進状況（交通課長説明）

(1) 諮問事項

交通事故抑止に向けた幹線道路対策

(2) 答申事項

ア 視覚に訴える交通安全対策の推進

イ 高齢者の交通安全意識を向上させる施策の実施

ウ 二輪車に対する取締り強化

(3) 施策の推進状況

ア 答申アに対する推進状況

(ｱ) 反射板付き看板（ナイトポリス）の設置
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警務課長代理

(ｲ) 反射板付きリアルかかしの設置（計画）

イ 答申イに対する推進状況

(ｱ) 高齢運転者への体験型安全運転教室の実施

(ｲ) 社会福祉協議会等周辺者への働きかけ

(ｳ) 高齢者に配付する啓発品の変更

ウ 答申ウに対する推進状況

(ｱ) 幹線道路における取締り強化

(ｲ) 道の駅等における注意喚起、広報の実施

８ 諮問

(1) 諮問事項

警察の魅力の発信 ～警察官を目指したくなる採用活動について～

(2) 諮問事項の設定理由（警務課長代理）

採用活動の早期化や労働人口の減少、少子化等により、受験者数が大幅

に減少している。愛知県警では、就職説明会、新聞やラジオ、ＹｏｕＴｕ

ｂｅ等のＳＮＳを活用しての広報、職場体験や出身校に赴きリクルート活

動等を行っているが、受験者は年々減少している。このような現状を鑑み、

「警察官の魅力の発信」を諮問事項として設定した。委員の皆さんにより

様々な意見を頂きたい。

９ 協議

委員 ・ 警察だけでなく、民間企業等も含め、どこも採用は厳しい。

・ 警察官は「怖い」「剣道等の武道をやっている」というイメージ

があるので、武道をやっていない人からしたら受けようと思わない
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警務課長代理

のではないか。身近に警察を感じられれば受験したいと思う人も増

えるかもしれない。ＹｏｕＴｕｂｅ等の子供が注目するものを活用

しての発信が重要だと思う。

委員 ・ 採用のパンフレットを見て、警察官はこういうことをやっている

のだというイメージがついた。子供が「警察官になりたい。」と言

ったら応援するが、危険が伴う仕事なので親としては心配である。

大人の抱いている警察官のイメージが子供に伝わるので、大人にも

良いイメージを持ってもらうことが大事である。

・ 駐在に勤務している人が小学校のイベント等に参加してくれてい

るので、身近に感じる。地域のイベント等に警察官が来てくれると

もっと身近に感じる。

・ 小学校等に警察官が来て薬物乱用防止教室や交通安全教室等を開

いて薬物の怖さや取締りの厳しさを教えてくれるが、話を聞いてい

ると警察官は強くてしっかりした人の職業で普通の人ではできない

と思ってしまう。普通の人でもなれることをアピールしてはどうか。

委員 ・ テレビでプロ野球選手を目指していた警察官が今は駐在さんで子

供に野球を教えているという内容の番組を見て、警察官を身近に感

じた。身近に感じることが大切なので、今後も継続してテレビやネ

ット等で積極的に広報すると良い。

委員 ・ どうしたら受験してくれるのかというよりも、なぜ受験しないの

かを考えてみると、危険というイメージが強い。以前、警察官が拳

銃で撃たれているのになかなか助け出せなかった状況を見ると、警



- 4-

会議の経過及び発言の要旨

記録者 警務課長代理

察官自身の命が守られていないと感じた。地震等の災害が発生した

ときに被災地で働く警察官や自衛隊員を見て必要な仕事であること

は痛感しているが、もし警察官が危険な目に遭ったときに警察官自

身が守ってもらえないとなると民間を就職先に選ぶ人が多くなる。

・ 業務を高校生や大学生に知ってもらうためにインターンシップ等

を実施すると良いと思う。

委員 ・ 他業種でも人が集まらない。公務員は不景気になると人気がでる。

若者は給料よりも自分の時間を大事にする人が多く、警察は土日も

休めないというイメージが強い。パンフレットを見る限り、給料も

良く、休暇も取れると思うので、福利厚生の部分をもっと周知した

方が良い。

委員 ・ 名前は分からないが、小学校近くの横断歩道に立ってくれたり、

パトカーから手を振ってくれる警察官がいる。ニックネームでも良

いので名前等が分かれば、もっと親しみが持てる。親しみが将来の

職業選択につながる可能性がある。

10 答申

(1) 警察官を身近に感じられる活動の実施

(2) 休みがしっかり取得できる等福利厚生面を広報

(3) 学校等に赴き警察官になりたいと思える内容のＰＲ活動の実施

11 その他

次回の開催予定は、令和６年５月16日（木）とする。


